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【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成29年12月7日(2017.12.7)

【公表番号】特表2016-537965(P2016-537965A)
【公表日】平成28年12月8日(2016.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-067
【出願番号】特願2016-521315(P2016-521315)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月25日(2017.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　重鎖及び軽鎖を含む抗ＮＳＰ４抗体であって、
　軽鎖が、配列番号１９の配列を含むＨＶＲ－Ｌ１、配列番号１１の配列を含むＨＶＲ－
Ｌ２、及び配列番号１２の配列を含むＨＶＲ－Ｌ３を含み；かつ
　重鎖が、
　　（ａ）配列番号３２の配列を含むＨＶＲ－Ｈ１、配列番号３３の配列を含むＨＶＲ－
Ｈ２、及び配列番号３４の配列を含むＨＶＲ－Ｈ３；
　　（ｂ）配列番号３８の配列を含むＨＶＲ－Ｈ１、配列番号３９の配列を含むＨＶＲ－
Ｈ２、及び配列番号４０の配列を含むＨＶＲ－Ｈ３；
　　（ｃ）配列番号４１の配列を含むＨＶＲ－Ｈ１、配列番号４２の配列を含むＨＶＲ－
Ｈ２、及び配列番号４３の配列を含むＨＶＲ－Ｈ３；
　　（ｄ）配列番号５３の配列を含むＨＶＲ－Ｈ１、配列番号５４の配列を含むＨＶＲ－
Ｈ２、及び配列番号５５の配列を含むＨＶＲ－Ｈ３；
　　（ｅ）配列番号５６の配列を含むＨＶＲ－Ｈ１、配列番号５７の配列を含むＨＶＲ－
Ｈ２、及び配列番号５８の配列を含むＨＶＲ－Ｈ３；又は
　　（ｆ）配列番号５９の配列を含むＨＶＲ－Ｈ１、配列番号６０の配列を含むＨＶＲ－
Ｈ２、及び配列番号６１の配列を含むＨＶＲ－Ｈ３を含む、抗ＮＳＰ４抗体。
【請求項２】
　軽鎖が配列番号１６の配列を含む軽鎖可変領域を含む、請求項１に記載の抗体。
【請求項３】
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　重鎖が配列番号７２、７４、７５、７９、８０、及び８１からなる群から選択される配
列を含む重鎖可変領域を含む、請求項１又は２に記載の抗体。
【請求項４】
　モノクローナル抗体である、請求項１から３の何れか一項に記載の抗体。
【請求項５】
　Ｆａｂ、Ｆａｂ’－ＳＨ、Ｆｖ、ｓｃＦｖ、及び（Ｆａｂ’）２断片からなる群から選
択される抗体断片である、請求項１から４の何れか一項に記載の抗体。
【請求項６】
　ヒトＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３、又はＩｇＧ４の定常領域を含む、請求項１から４
の何れか一項に記載の抗体。
【請求項７】
　成熟型のＮＳＰ４と特異的に結合する、請求項１から６の何れか一項に記載の抗体。
【請求項８】
　成熟型のＮＳＰ４と特異的に結合するが、前駆型のＮＳＰ４と結合しない、請求項１か
ら７の何れか一項に記載の抗体。
【請求項９】
　ヒトＮＳＰ４と特異的に結合する、請求項１から８の何れか一項に記載の抗体。
【請求項１０】
　マウスＮＳＰ４と特異的に結合する、請求項１から８の何れか一項に記載の抗体。
【請求項１１】
　ヒトＮＳＰ４とマウスＮＳＰ４の両方と特異的に結合する、請求項１から１０の何れか
一項に記載の抗体。
【請求項１２】
　請求項１から１１の何れか一項に記載の抗体をコードする単離された核酸。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の核酸を含む宿主細胞。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の宿主細胞を、抗体の産生に適した条件下で培養することを含む、抗
体を産生するための方法。
【請求項１５】
　宿主細胞により産生された抗体を回収することをさらに含む、請求項１４に記載の方法
。
【請求項１６】
　請求項１から１１の何れか一項に記載の抗ＮＳＰ４抗体並びに薬学的に許容される担体
を含む薬学的組成物。
【請求項１７】
　請求項１から１１の何れか一項に記載の抗体を含む製品。
【請求項１８】
　個体において顆粒球により媒介される疾患又は障害を治療又は予防するための抗体の使
用に関する説明書を含む添付文書をさらに含む、請求項１７に記載の製品。
【請求項１９】
　疾患又は障害が、好酸球媒介性、好塩基球媒介性、又は好中球媒介性疾患又は障害であ
る、請求項１８に記載の製品。
【請求項２０】
　個体において顆粒球により媒介される疾患又は障害を治療又は予防するための、請求項
１から１１の何れか一項に記載の抗体の有効量を含む医薬。
【請求項２１】
　抗体が、ＮＳＰ４ヘパリン結合部位に特異的に結合し、及び／又はＮＳＰ４との結合に
ついてヘパリンと競合する、請求項２０に記載の医薬。
【請求項２２】
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　抗体が、ＮＳＰ４活性部位に特異的に結合し、及び／又はＮＳＰ４の触媒活性を阻害す
る、請求項２０又は２１に記載の医薬。
【請求項２３】
　ＮＳＰ４活性部位に特異的に結合し、及び／又はＮＳＰ４の触媒活性を阻害する抗体、
並びにＮＳＰ４ヘパリン結合部位に特異的に結合し、及び／又はＮＳＰ４との結合につい
てヘパリンと競合する抗体の有効量を含む、請求項２０に記載の医薬。
【請求項２４】
　疾患又は障害が、好中球媒介性、好酸球媒介性、又は好塩基球媒介性疾患又は障害であ
る、請求項２０から２３の何れか一項に記載の医薬。
【請求項２５】
　好中球媒介性疾患又は障害が血管性疾患及び炎症性疾患からなる群から選択される、請
求項２４に記載の医薬。
【請求項２６】
　血管性疾患が、脳卒中、糖尿病性網膜症、浮腫、糖尿病性黄斑浮腫、遺伝性血管浮腫、
特発性血管浮腫、血管系の漏出、及び脳虚血からなる群から選択される、請求項２５に記
載の医薬。
【請求項２７】
　炎症性疾患が、急性肺傷害、喘息、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）、急性呼吸窮迫症候
群（ＡＲＤＳ）、変形性関節症、関節リウマチ、及び敗血症性ショックからなる群から選
択される、請求項２５に記載の医薬。
【請求項２８】
　疾患又は障害が、脳卒中、糖尿病性網膜症、浮腫、糖尿病性黄斑浮腫、遺伝性血管浮腫
、特発性血管浮腫、血管系の漏出、全身性紅斑性狼瘡（ＳＬＥ）、自己免疫性血管炎、脳
虚血、急性肺傷害、アナフィラキシー、全身性アナフィラキシー、アレルギー性肺炎症、
特発性肺線維症、喘息、アレルギー性喘息、ウイルス誘発性喘息、慢性閉塞性肺疾患（Ｃ
ＯＰＤ）、急性呼吸窮迫症候群（ＡＲＤＳ）、変形性関節症、関節リウマチ、乾癬、乾癬
性関節炎、水疱形成性皮膚疾患、水疱性類天疱瘡、炎症性皮膚疾患、アトピー性皮膚炎、
じん麻疹、好酸球性蜂巣炎、がん、肺がん、腎臓疾患、糸球体腎炎、敗血症性ショック、
炎症性腸疾患、潰瘍性大腸炎、及びクローン病からなる群から選択される、請求項２０か
ら２３の何れか一項に記載の医薬。
【請求項２９】
　個体がヒトである、請求項２０から２８の何れか一項に記載の医薬。
【請求項３０】
　抗体が、静脈内に、筋肉内に、皮下に、局所に、経口で、経皮で、腹腔内に、眼窩内に
、植え込みにより、吸入により、髄腔内に、脳室内に、又は鼻腔内に投与される、請求項
２０から２９の何れか一項に記載の医薬。
【請求項３１】
　抗ＮＳＰ４抗体が、抗体及び薬学的に許容される担体を含む薬学的組成物に製剤化され
る、請求項２０から３０の何れか一項に記載の医薬。
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